
第１学年３組      図画工作科学習指導案 
日 時  平成 26年 10月 10日（金）９:55～10:40 

場 所  体育館前通路→附属小第 1図工室  

指導者  中野 和幸 

本授業の主張点 

 

 

 

 

１ 題材名     ひかりのおともだち ～おもちゃのパレード～ 
    

２ 題材の目標 
  体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明な材料の形や色を生かして表すことを楽しむ。 

 

３ 評価規準【学力デザイン レベル１より】 
 ○ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明な材料や色セロハンを用いて立体的につくる

ことを楽しもうとしている。                  【造形への関心・意欲・態度】 

 ○ 透明な材料からいろいろな形をつくったり，色の見え方を試したりしながら，体育館への通路を

楽しくする「おもちゃ」を思い付くことができる。            【発想や構想の能力】 

 ○ 透明な材料の形や色を工夫して，体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」をつくることができ

る。                                   【創造的な技能】 

 ○ 他者評価を聞いて思ったことを出し合い，「おもちゃ」の面白さや展示する場を楽しくするという 

造形的な活動のよさを感じることができる。                  【鑑賞の能力】 

 

４ 題材設定の理由 

(1) 児童の実態 

本学級の児童は，自分のつくりたいものや表したいものを進んで表すことができる。「透明な紙に

かこう」では，透明フィルムにカラーペンや色セロハン等で自分の好きなものを表し，光に透かし

て見える面白さや美しさを感じ取ることができた。また，「夏が楽しみ！大作戦」では，夏が楽しみ

になるように，画用紙や色紙等で思い思いの夏を表して廊下を飾り，通る人に喜んでもらうことで

自分たちの造形活動のよさに気付くことができた。 

   一方，活動中の振り返りにおいて，お互いの作品のよさや面白さを出し合ってきた。活動途中に

立ち止まって振り返ることで，思い通りに表せていると自信をもったり，次に表すことを考えたり

する姿が見られた。「夏が楽しみ！大作戦」では，活動途中に１年生の先生からの他者評価を受け

ることで，自分たちの活動が認められ，さらに表現意欲をもって取り組むことができた。本題材で

は，思いを込めてつくったものが，見る人や場を楽しくしていると気付くことができるように，児

童とは異なる見方・考え方ができる６年生に評価をしてもらう。自己評価・分析や相互評価・分析

と合わせて活動を見つめることで，自分たちの活動が有意義なものであることに気付き，今後さら

に意欲と自信をもって造形活動へと取り組もうとすることを期待している。 

(2) 題材の意義 

   本題材は，もうすぐ完成する新しい体育館への通路を，わくわく楽しい場にしたいという思いを

込めて，透明な材料や色セロハンを主に用いて「おもちゃ」をつくり，展示するという造形的な活

動である。ペットボトルやプラスチックの容器，ビニール袋など，児童の身近にある透明な材料を

用いて，光の透過による面白さを味わったり形の組み合わせ方を考えたりすることで，発想を広げ

ることができる。また，材料を切って形を変えたり，中に色セロハンやアルミホイル等を入れたり

するなど，形や色にこだわって表すことができる題材である。 

表現過程での仮展示の際，児童と同じく体育館を使用し，児童よりも多様な見方・考え方が期待

できる６年生から他者評価をしてもらう。これにより，自分たちだけでは感じ取ることができない

造形活動や作品の価値に気付いたり，課題を受け入れたりすることができ，自分の表現に自信をも

ち，さらに思いを込めて表現を修正したり新たにつくったりすることができると考える。また，題

材終末の鑑賞段階での他者評価では，再度６年生からの見方・考え方で価値付けてもらう。これに

より，仮展示からの表現の変容を感じ取り，体育館への通路を楽しい場にしたいという思いを込め

 体育館への通路をわくわく楽しい場にしようと，透明な材料を使い，おもちゃをつくって展示しま

す。仮展示の場で数名の６年生から他者評価をしてもらい，表現への自信と新たな意欲をもって，表

現を修正したり新たにつくったりしようとする児童の姿を目指します。 
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た「おもちゃ」を表現できたという達成感をもつとともに，自らの造形的な活動のよさを実感する

ことができると期待する。 

   また，目的をもって，いろいろな材料を試しながら思い付いたり，形や色を工夫してつくりあげ

たりすることで身に付けた力は，これからの造形活動の重要な基礎となると考える。 

 (3) 指導上の留意点（視点の具体化の側面から） 

   本視点では，児童自身が学びの高まりを実感することができるように，目的をもって社会に発信

する表現活動を仕組み，その過程において，児童にとって身近な他者からの評価を取り入れる。そ

こで，価値付けされたり課題を示唆されたりした表現を，教師や友達とともに振り返る。以下，そ

の関連場面を示す。 

《感じる／見つめる／想う段階》 

もうすぐ完成する体育館への期待やわくわく感をもっと高めるには何ができるか考えるために，

体育館への通路に行って場の雰囲気を感じ取る。作品を展示することでその場が明るくなることを

想起するために，「学びのアルバム」を振り返るように促す。体育館への通路を楽しくする「おもち

ゃ」をつくって通路に展示することに興味をもつことができるように，体育館をおもちゃ工場に見

立てて，おもちゃが通路に飛び出してきたというお話を紹介する。そして，材料の特徴を生かして

つくることができるように，ペットボトルや透明パック，ビニール袋などの透明な材料を使った材

料体験の場を設定する。そうして感じたことをイメージマップに書き出し，そこから表したいもの

を考えるように促す。 

《表す段階》 

「おもちゃ」の表現過程を写真に撮り，「学びのアルバム」に蓄積し，自己評価・分析を行うこと

で，自分がどんなことを考えて活動してきたのかをたどれるようにする。 

表現の途中で，自分がつくったものがどのような感じになるか確かめるために，仮展示を行う。

そして，体育館の完成が楽しみだという共通の思いをもち，１年生よりも多様な見方・考え方が期

待できる６年生に他者評価をしてもらう場を設定し，仮展示の作品の価値付けと課題の示唆をして

もらう。その際，展示する空間である体育館への通路を意識して表現できるような観点を与えても

らうように，事前に打ち合わせをしておく。また，他者評価の内容からキーワードを短冊にまとめ

て掲示することで，自分たちの表現のよさを再認識し，自信と意欲をもって新たに表そうとしたり，

課題を意識して表現の変更や修正に取り組んだりすることができるようにする。その後，友達同士

での相互評価・分析を行い，作品に込めた思いや表現の工夫などが表れているかを思考・判断しな

がら表していくように助言する。 

《鑑賞する段階》 

完成した「おもちゃ」を新しい体育館への通路に展示し，再度６年生に評価をしてもらう場を設

定する。その際，表現の効果〔見る人やその場に与える効果・表現の変容（修正・進化）・「おもち

ゃ」に込めた思い〕を具体的に示してもらうよう，事前に打ち合わせをしておく。その後，仮展示

での他者評価と比較しながら，新たに生まれたり進化したりした自分の思いや表現の変容を感じ取

ることができるように，「学びのアルバム」を活用するように促す。そして，目的に向かってつくり

あげることができた達成感をもって学びの高まりを実感できるように，友達と話したり聞いたりす

る鑑賞の時間を設ける。 

 

５ 指導計画（全７時間） 

段

階 
時 

 
指導上の留意点（○） 重視する評価規準（◆） 

評

価 

感

じ

る

／

見

つ

め

る

／

想
う 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ もうすぐ完成する新しい体育館

への通路に行き，その場を楽しく

する方法を考える。 

 

○ 通路を楽しくする「おもちゃ」

を，透明な材料でつくり，展示す

ることを知り, 材料体験をする。 
 ・なんだか面白そうだな。 

・ペットボトルは，軽くて面白いな。 

・キラキラ輝く「おもちゃ」をつくるぞ。 

・重ねても透けて見えるぞ。 

○ これまでの題材から，自分たちの作品で場を明

るく面白くできたことを想起することができるよ

うに，「学びのアルバム」を見ながら振り返るよう

に促す。 

○ 透明な材料の特徴を感じ取ったり，どんなこと

ができるのか考えたりできるように，材料体験を

する時間を充分にとる。 

◆ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透

明な材料を使ってつくることに，興味をもって取り

組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 
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主な学習活動 （太枠   ：視点） 



 ２ 

 

 

 

 

 

 

○ 材料体験から思い付いたことを 

イメージマップに書き，つくりた 

い「おもちゃ」を考える。 

 【「学びのアルバム」活用】 

イメージマップを基に，テーマを

伝え合い，思い付いた表したいもの

を記録する。 

○ 材料体験を通して，思い付いたことや気付いた

ことを言葉にしてイメージマップに書き出す場を

設ける。 

○ 「学びのアルバム」等を活用しながらどんな「お

もちゃ」が表現できるかを考えるように促す。 

◆ 透明な材料の形や色，特徴を生かして，つくりた

い「おもちゃ」を思い付いている。 

 

 

 

 

発 
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す 
 

３

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６ 

○ 形や色，材料の組み合わせ方等

を試しながら，体育館への通路を

楽しくする「おもちゃ」をつくる。 

○ 仮展示をし，場の感じや感じ取

った表現のよさを「学びのアルバ

ム」に記録する。 
 

【自己評価・分析】 

造形的なよさ（表現の工夫，通る 

人や場への効果，楽しい場にしたい

という思いの表れ方）を感じ取る。 
 

○ 仮展示した場や通る人への効

果，作品の工夫について，６年生

から他者評価を聞き，表現の価値

と課題を知る。＊他者評価① 
 

【他者評価①を通した鑑賞交流】 
 ・透明で楽しい「おもちゃ」がたくさん

で，楽しいと感じてもらえたぞ。 

・輝いて見えるように色セロハンをう 

まく使えたな。 

・いっぱい飛び出す形にしたから，楽

しい感じになったな。 

・吊して展示するともっと楽しそうだ

ぞ。 
 

 

 

 

○ 表現を修正したり，新たに工夫

したりすることを決め，「学びの

アルバム」に記入し，「おもちゃ」

をつくる。 

○ 体育館への通路を楽しくする

「おもちゃ」を完成させる。 

○ 形や色の組み合わせを試しながらつくるよう

に促す。 

○ 着脱や試行錯誤ができるように，材料の接着に

は主にセロテープを用いるように助言する。状況

に応じて，プラスチック用ボンドを用意し，児童

と一緒に用いる。 

◆ 透明な材料の形や色を工夫して，体育館への通路

を楽しくする「おもちゃ」をつくることができる。 

○ 仮展示を鑑賞して自己評価・分析する観点とし

て，自分の作品の造形的なよさ（表現の工夫，通

る人や場への効果，楽しい場にしたいという思い

の表れ方）を示す。 

○ 体育館の完成が楽しみだという共通の思いをも

ち，１年生よりも多様な見方・考え方が期待でき

る６年生に他者評価をしてもらう場を設定する。

「おもちゃ」への思いをくみ取った上で，仮展示

の作品の価値付けと課題の示唆をしてもらう。 
・通る人や場に与える効果はどうか。 

・作品からどんなことを感じるか。 

（形や色の工夫，思いの表れ方） 

○ 自分たちの表現のよさを再認識し，自信と意欲

をもって新たに表そうとしたり，課題を意識して

表現の変更や修正に取り組んだりすることができ

るように，他者評価の内容からキーワードを短冊

にまとめて掲示する。 

○ 友達同士での相互評価・分析を行い，作品に込

めた思いや表現の面白さなどが表れているかを

思考・判断しながら表していくように助言する。 

◆ 他者評価①を生かして，透明な材料の形や色を工

夫して，体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」

をつくることができる。 
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技 

鑑 

賞

す

る 

７ ○ 完成した「おもちゃ」を，体育

館への通路に，表現の効果が表れ

るように展示する。 

○ ６年生に展示した通路や作品

を見せ，仮展示の作品との比較を

通して他者評価をしてもらう。 

＊他者評価② 

【他者評価②を通した鑑賞交流】 

 評価してもらったことを聞き，自

分が感じ取ったよさを出し合う。 

○ 「学びのアルバム」を見ながら

題材を振り返り，評価と表現の変

容をたどる。また，表現の工夫や

そのよさについて，自己評価・分

析を行う。 

○ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」のよ

さが，より伝わる展示の仕方を考えるように促す。 

○ 仮展示の表現との比較を通した他者評価②によ

り，他者評価①と比べた表現の効果や修正・進化

などの変容を６年生に話してもらう。 

○ 学びの高まりを実感できるように，これまでの

活動について自己評価・分析を行い，体育館への

通路を楽しくすることができたという造形的なよ

さを，友達と話したり聞いたりする鑑賞の時間を

設ける。また，自己評価・分析や相互評価・分析

で感じ取った造形的なよさを，他者評価②で評価

されたことと関連させて教師が価値付けを行う。 

◆ 展示した作品を楽しく見たり，他者評価を聞いて

思ったことを話したりして，「おもちゃ」の面白さや

展示する場を楽しくするという造形的な活動のよさ

を感じることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

鑑 
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（
本
時
） 



６ 本時の指導（本時 ５／７） 
(1) 目標  

体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明な材料の形や色を工夫してつくることができ

る。                                     【創造的な技能】 

(2) 展開                                    太枠：視点 

学 習 活 動 教師の働きかけ（○） 形成的評価（◆） 

１ 体育館への通路に仮展示した「おもち

ゃ」の感想を話したり聞いたりして前時

までを振り返り，本時のめあてを確認す

る。 

 
 

 

 
 

 

２ 仮展示をした作品から感じられる表現

のよさや課題を，６年生から他者評価を

してもらい，自分たちの表現のよさを見

付け，課題を示唆してもらう。 

《期待する児童の姿》 
・楽しい「おもちゃ」がいっぱいできて，体

育館への通路がもっとわくわくすると言わ

れたぞ。やったね。 

・ドラゴンのはねが大きく広がって楽しいと

思われたぞ。工夫が伝わって嬉しいな。 

・展示する場所がいろいろありそうだぞ。吊

して展示したいから，下から見ながらつく

ってみよう。 
 

 

 

 
 

 

 
 

３ 表現を修正したり，新たにつくったり

する。 
 

《期待する児童の意識》 
・体育館への通路に飾る場所を考えながらつ

くろう。 

・形ばかりつくっていたから，色も楽しくな

るようにしよう。 

・明るい色が多くて楽しくできたぞ。こんど

は太陽みたいな形をたくさんつくって，も

っと楽しくしているようにしよう。 

・ペットボトルだけ使っていたけど，他の材

料を組み合わせても面白いな。この形がい

いかな。いろいろ試してみよう。 

・透明だから，重なっても面白いな。気付か

なかったよ。もっといろいろつくって楽し

くしたいな。 

 

 
 

４ 本時の振り返りを行う。 

(1) 本時でつくった「おもちゃ」の工夫

やよさについて，再度，６年生から話

を聞く。 

(2) 思ったことや工夫したことを「学び

のアルバム」に書き，全体で振り返り

を行う。 

○ 自分たちの表現のよさ（形や色の工夫，通る人や場へ

の効果，楽しい場にしたいという思いの表れ方）を想起

できるように，「学びのアルバム」を用いて自己評価・分

析を振り返るとともに，仮展示した作品についての学級全

体での評価を整理して伝える。  

 
 

 

 

○ 形と色に着目できるように，カードで掲示する。 
 

○ ６年生からの他者評価を聞く場を設定する。その際，次

の観点で評価をしてもらうように伝えておく。 
・通る人や場に与える効果はどうか。 

・作品からどんなことを感じるか。 

（形や色，組み合わせの工夫，思いの表れ方） 

○ １年生の活動や作品のよさを認めた上で，「もっと色セ

ロハンを入れるといいよ」「上から吊すと揺れてもっと楽

しくなるよ」というような言い方で課題を示唆するよう６

年生に伝えておく。 

○ 活動への意欲と見通しをもつことができるように，他者

評価を受けて，楽しくするという思いや，形，色等につい

て感じたことを「学びのアルバム」に記述する時間を設け

る。その後，プラス評価の観点を短冊に書き，自分たちの

評価と照らし合わせることで価値付けを行う。課題が示唆

された観点についても短冊に書いて共有し，さらによいも

のにするにはどうすればよいか話し合う場を設ける。 
 

○ 体育館への通路を楽しくするという目的を意識して

つくることができるように，児童の思いやイメージを聞い

て活動を認めながら，声かけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

○ ６年生から作品の変容について他者評価を聞く場を設

ける。 

○ ６年生からの他者評価を受けて思ったことや本時で工

夫したこと等を「学びのアルバム」に書くよう促す。 

○ 自らの表現のよさを実感している記述を取り上げて価

値付けを行う。 

（
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◆ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明

な材料の形や色を工夫してつくることができているか。           

【観察・対話・作品】 

Ａ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明な材料の形

と色の両方にこだわって表そうとしている。 

Ｂ 体育館への通路を楽しくする「おもちゃ」を，透明な材料の形

または色にこだわって表そうとしている。 

→ 残りの観点について，思いに合わせた工夫が何かできないか声

をかける。 

Ｃ 通路を楽しくしたいという思いがもてていない。または，表し

方が分からず，活動が停滞している。 

→ 「学びのアルバム」を用いて，イメージマップの言葉から生か

せそうなことを尋ねて，それを表してみるように促す。 

→ 工夫できそうな観点に気付くように，一緒に材料を動かしなが

らどんなことができそうか声をかける。 

たいいくかんへのつうろをたのしくする「おもちゃ」を，かたちやいろをくふうしてつくろう。 
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